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１．映画が海を越えて繋げた「ひと」 

平取町と私が協働制作したドキュメンタリー映画

『Ainu｜ひと』 の上映会が北海道ポーランド文化協
会の主催で２０２４年６月末に札幌で行われました。前

年にワルシャワで開催された映画祭 “In Our Own 
Words”で本作が上映されたご縁でポーランド在住の
日本人の方々と繋がり、私が住むアメリカとポーランド

を結んでオンラインで行った対話を録画・編集し、札

幌の上映会で来場者にシェアして頂きました。 
マイクロバジェットで自主製作した映画がこのように

世界の人たちを繫ぐ役割をしていることに映像作家と

して感慨を覚えます。全ては主人公の古老４人と平

取町のアイヌ文化継承に携わる人々の熱意、そして

関係者の協力なしには実現しなかった事でした。映

画制作と上映に関わって下さった全ての皆さんに心

より御礼申し上げます。 

２．ロンドンで感じた「ひと」の熱 

２０２３年秋～２４年春にかけてロンドンの Japan House 
で  “Ainu Stories: Contemporary Lives by the Saru 
River”が開催されました。「沙流川流域の現代のアイ
ヌ文化」 をテーマにした約５カ月に亘る展示に加え、
平取町でアイヌ文化継承に関わる人たちがロンドン

に行って、踊り・言語・食・手仕事などを紹介する機会

も設けられました。故・萱野茂さんが出演する短編映

画や拙作も上映され、様々な視点からアイヌを知るこ

のイベントは大盛況に終わりました。私は２月に古式

舞踊と食が披露される時に、ロンドンに飛びました。 
昨今 「ゴールデンカムイ」 が世界中で人気となり、

アイヌへの関心が高まっています。一方で、ナマの伝

統文化に触れる機会はなかなかありません。ロンドン

では、若い世代も加わって平取の人たちが活き活きと

舞台に立つ姿を見て心から感動し、実際に「ひとの熱」

を感じられる対面イベントの意義を強く感じました。 
そして、私が住むニューヨークでも 「アイヌ文化を

紹介する対面イベントをしたい」 
という夢が生まれました。実現は

簡単ではありませんが、最大限の努力をしたいと思い

ます。日本各地でも同じようなイベントが行われる事

を願っています。 

３．「ひと」の役割 

Ainu はアイヌ語で人間を意味します。『Ainu｜ひと』
の映画の冒頭ではアイヌ語と日本語を併記して森・

川・月・鳥・虫などをモンタージュし、最後にメインタイ

トルに繋げました。アイヌ民族の考え方では、人種や

性別に関わらず人間は全て Ainuなのです。 
今、地球では気候変動により、深刻な環境問題が

発生しています。そして、人種や土地を要因に人間

同士が殺し合う醜い戦争や紛争が起こっています。

拙作の主人公の一人、故・鍋澤保さんは、土地を 
「どこからどこまでが誰のもの」 と境界線を作る考え
方はアイヌ民族にはなく、全ての生き物が自然界の

物を共有し、必要な物を必要な量だけ頂くんだ、と私

に話して下さいました。 
私がこれまで知り合った南米の先住民族にもアイヌ

民族と同じ考え方があります。コロンビアの Nasa はナ
サ語で人間。エクアドルのWaoraniはワオラニ語で人
間。地球の真裏の先住民族が同じように自分達を人

間と名付けた事は偶然ではないと感じます。 
IT 技術が発達し、現代の私たちは地球のどこにい

ても容易に顔を見ながらオンラインでコミュニケーショ

ンができるようになり、「ひと」 は素晴らしい技術を作
りました。一方で、社会の状況を悪化させているのも

「ひと」 です。そして、これらの状況を変えていくのは、
私たち 「ひと」 次第です。 
平和で豊かな国に暮らしデジタルデバイスにどっ

ぷり漬かる日常生活への自省も込めて、大きな視野

で森羅万象の中の人間としての役割を考えながら生

きていきたいと思います。 
（みぞぐち・なおみ、映像作家） 

   

前回 POLE113 号では、グラジナ・バツェヴィチのピアノ・ソナタ第１番と第２番に

ついてご紹介しました。今回は、彼女の生涯と作曲スタイルについて詳しく述べます。 

キャリア形成期 

バツェヴィチ （１９０９～６９） は幼少の頃から父の
手ほどきを受けヴァイオリンとピアノにおいて音楽的才

能を現した。１９２８～３２年までワルシ

ャワ音楽院でヴァイオリンと作曲を専攻

したあと、パリに留学しナディア・ブーランジェのもとで

勉強を続ける。留学中の作品にはパリの作曲コンクー


